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弁護士法人心
津法律事務所
＜三重弁護士会＞

津駅0.5分 近鉄四日市駅1分 松阪駅1分

※主たる事務所は愛知県弁護士会所属 ※費用には例外や変更もありますので，詳しくはホームページをご覧ください。※本広告は令和2年8月時点のものです。 

交通事故
損害賠償額

後遺障害
適正等級・ 過払い金 遺 言 書

無料診断サービス 無料診断サービス無料診断サービス

交通事故・後遺障害・過払い金・借金
相続・遺言・企業法務・労務・労災 他

所属弁護士

40名以上!!

広告

総
合
受
付０１２０-４１-２４０３

よ い に し お さん
 平日  9時～21時
土日祝 9時～18時受付

相談料０円 夜間・土日祝相談可 （要予約）
交通事故被害・後遺障害
過払い金・借金・相続・遺言
労災以外は初回30分程度（  　　   　 ）

詳細は ⇒ https://www.kokoro.law

弁護士法人心
四日市法律事務所

＜三重弁護士会＞

弁護士法人心
松阪法律事務所

＜三重弁護士会＞

名古屋駅・豊田市駅・
岐阜駅・東京駅近く他

他の事務所

12/31～1/3は除く。大型連休中の休業や臨時
休業もございます。詳細はHPをご覧ください（　 　　　　　　　　　　 　 ）

弁護士・スタッフ一丸となってサポートいたします！

広
告
掲
載
欄

市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

昨日にはない
新しいものを作りだす
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︑
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Yuuki
Wakabayashi

Vol.50

行動力・交渉力・
企画力を大切に

座右の銘は
「持ちつ持たれつ」

津
が
好
き
な
人
を
増
や
す

そ
れ
が
僕
の
夢

PROFILE
1979年生まれ、津市出身。2016年イベント企画会社
「FAMIE」を設立。「夢のうなぎあられ」の企画や「なぎさま
ちフェスタ」などさまざまなご当地イベントを企画・運営。悩
みは仕事が楽しすぎて、プライベートとの区別がつかなく
なってきたこと。
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